明治前期の芸娼妓関係判決（補遺4） by 村上,一博
明治大学　法律論叢 89巻 1号：責了 book.tex page285 2016/07/08 10:32
法律論叢第 89巻第 1号（2016.7）
【資　料】
明治前期の芸娼妓関係判決（補遺4）
村　　上　　一　　博
目　次
はじめに
【A】芸娼妓関係判決一覧（判決言渡年月日順）
【B】判決例の翻刻
1～16　……本号
17～35　……次号
36～52　……次々号
はじめに
筆者は、明治前期（原則的に明治 23年以前）の芸娼妓関係判決を、国際日本文
化研究センター監修の民事判決原本データベース、および大審院民事判決原本から
抜き出し、まず、121件の判決例を 3回（本誌第 87巻 2=3合併号、同 6号、第 88
巻 1号）、次いで、その補遺として、55件＋ 8件を 3回（本誌第 88巻 2=3合併号、
同 4=5合併号、同 6号）にわたって翻刻したが、今回、「芸妓」「娼妓」のほか「貸
座敷」「席貸」「遊郭」などのキーワードを用いて多面的に検索し直すことで、さら
に 52件の関係判決を見出したので、翻刻・紹介することにしたい（総計 236件と
なる）。
もっとも、これまでも指摘したように、芸娼妓に関わる事例は様々な民事裁判例
の中に紛れ込んでいるため、事件名からだけでは判断できず、すべての民事判決例
の内容を精査しなければならないのだが、このような作業は到底不可能であること
から、日文研データベース（および大審院民事判決原本）を利用した、明治前期の
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芸娼妓関係判決の発掘・翻刻については、今回で一応の区切りとしたい。
本稿で掲載する判決例を判決年月日順に示すと、次の通りである。
【A】芸娼妓関係判決一覧（判決言渡年月日順）全52件
事件名 裁判所名 判決年月日 参考
明治 11年
1 「約定金請求訴訟」 水戸裁判所栃木支庁 M11・06・29判決
2 「貸金催促ノ訴訟」 東京裁判所 M11・11・30判決 関連3
3 「衣類取戻シノ訴訟」 東京裁判所 M11・11・30判決 関連2
明治 12年
4 「品代金催促ノ詞訟」 東京裁判所 M12・01・31判決
明治 13年
5 「貸金催促ノ訴訟」 東京裁判所 M13・11・27判決
明治 14年
6 「積立金取扱見届方ノ訴訟」 熊谷裁判所前橋支庁 M14・05・20判決 控訴審7
7 「積立金取扱見届ノ詞訟」（控訴） 東京上等裁判所 M14・10・22判決 初審6
8 「貸金催促ノ詞訟」 東京裁判所 M14・10・31判決
9 「貸金催促ノ訴訟」 東京裁判所 M14・12・15判決
明治 15年
10 「貸金催促ノ訴訟」 本郷区裁判所 M15・08・―判決
11 「貸金催促ノ訴訟」 本郷区裁判所 M15・11・01判決
12 「身代限」 本郷区裁判所 M15・11・―判決
13 「貸品取戻ノ訴訟」 本郷区裁判所 M15・12・―判決
14 「貸金催促ノ詞訟」 四ツ谷区裁判所 M15・―・―判決
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明治 16年
15 「女子取戻之訴訟」 東京始審裁判所 M16・07・23判決
明治 17年
16 「立替金請求之訴」 天王寺治安裁判所 M17・03・31判決
明治 18年
17 「貸金請求ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M18・08・26判決
18 「約定履行ノ訴訟」 福島始審裁判所若松支庁 M18・10・31判決
明治 19年
19 「貸金加判弁償之訴訟」 前橋始審裁判所 M19・05・24判決
20 「貸金請求ノ訴訟」 天王寺治安裁判所 M19・06・30判決
21 「貸金請求ノ訴訟」 広島始審裁判所 M19・08・31判決
22 「手数料ノ請求之詞訟」 麹町区裁判所 M19・10・21判決
23 「貸金催促ノ詞訟」 中之島治安裁判所 M19・11・18判決
明治 20年
24 「町会決議課賦金要求ノ事件」（控訴）
新潟始審裁判所相川支庁 M20・05・27判決 初審：相川治安裁判所
25 「養女取戻并復籍ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M20・07・06判決 控訴審27
26 「嬰児引渡約定履行請求ノ訴訟」 東京始審裁判所 M20・09・29判決
27 「養女取戻并ニ復籍事件」（控訴） 大阪控訴院 M20・10・21判決 初審25
明治 21年
28 「養女名義取消ノ訴訟」 神戸始審裁判所姫路支庁 M21・01・31判決
29 「貸金催促之訴訟」 山口治安裁判所 M21・03・19判決
30 「約定履行請求ノ訴訟」 福知山治安裁判所 M21・07・10判決
31 「廃業差拒ノ訴訟」 名古屋始審裁判所 M21・08・06判決 控訴審34
32 「貨物品取戻請求事件」 名古屋治安裁判所 M21・10・25判決 控訴審38
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33 「貸金請求ノ訴訟」 名古屋治安裁判所 M21・10・31判決
34 「廃業差拒事件」（控訴）名古屋控訴院 M21・11・02判決 初審31
35 「損害要償ノ訴訟」 唐津治安裁判所 M21・11・15判決
明治 22年
36 「押印請求事件」 名古屋始審裁判所 M22・02・01判決
37 「身代維持取扱結婚契約違背ニ生スル損害請求ノ訴訟」
名古屋始審裁判所　M22・03・14判決
38 「貸物品取戻請求事件」（控訴）　名古屋始審裁判所 M22・03・21判決 初審32
39 「買取品請求ノ詞訟」 本所区治安裁判所 M22・05・17判決
40 「貸金請求ノ訴訟」 名古屋始審裁判所 M22・06・29判決
41 「廃業調印請求ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M22・11・08判決
42 「定約履行ノ詞訟」 広島治安裁判所 M22・11・29判決
43 「貸金請求ノ詞訟」 広島治安裁判所 M22・12・13判決
明治 23年
44 「貸金催促ノ訴訟」 山口始審裁判所赤間関支庁 M23・01・11判決
45 「貸金請求ノ詞訟」 安濃津治安裁判所 M23・01・22判決
46 「約定金請求ノ訴訟」 東京始審裁判所 M23・05・22判決 控訴審48
47 「貸金請求事件」 大阪地方裁判所 M23・07・08判決
48 「約定金請求ノ事件」（控訴） 東京控訴院 M23・12・11判決 初審45
49 「損料銭請求ノ訴訟」 本所区裁判所 M23・12・18判決 関連49
50 「立替金請求ノ訴訟」 本所区裁判所 M23・12・18判決 関連48
明治 24年
51 「貸金請求事件」 竹原区裁判所 M24・03・30判決
明治 25年
52 「貸金請求事件」 半田区裁判所 M25・11・29判決
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【B】判決例の翻刻
明治 11年
1 「約定金請求訴訟」（水戸裁判所栃木支庁、M11・06・29判決）
明治 11年第 364号
裁判言渡書
栃木県下野国都賀郡貸座敷渡世中島市衛方寄留
東京府平民田中岩次郎娘娼妓渡世田中集司代言
人同栃木旭町寄留福岡県平民
原　告 宇佐美　房　二
同郡平民柳田治作代人実父
被　告 柳　田　治恵紋
約定金請求訴訟審理判決スル左ノ如シ
原告ニ於テ甲第一号明治九年一月廿一日被告ヨリ受取タル証書ハ甲第二号証夫婦
タルヘキ契約ノ違変ニ原因スル証ナリト言ヒ金弐百円ヲ請求スルニ因リ先ツ甲第
一二号ノ証書ヲ検スルニ被告本人柳田治作名下ノ印影ハ其実印ニ非ス被告ニ於テ
モ甲第一号証ハ嘗テ之ヲ知ラス甲第二号証ハ原告本人ノ需メニ依リ無印ノ侭渡シ
タリト供状ス然レハ甲第一号証ノ記名ト第二号証ノ筆跡ノ相似タルモ他ニ照証ナ
ケレハ未タ被告本人ノ差入レシ証ナリト確認スヘカラス而シテ原告ノ請求ニ就テ
其条理ヲ論セン原告本人ハ他人ノ寄留籍ニ在リ売淫ヲ業トスル者ニシテ其遊客ナ
ル被告本人ト共ニ逃走シ被告本人ハ其父母ノ承諾ヲ受ケス出先キニ於テ夫婦タル
ヘキノ私約ヲナスモ素ヨリ迷誤ニ出テシモノニテ完全ノ契約ト謂フヘカラス乃チ
　
（ママ）
登時被告本人ノ父母及ヒ原告本人ノ寄留主ヨリ各自他人ニ嘱シテ追跡シ引戻シノ
上其私約ヲ破毀セシメタルニアラスヤ故ニ甲第二号証ハ為スヲ得ヘカラサル契約
ニシテ甲第一号証金額ノ贈与亦原因ナキノ約ニ帰スル者ナレハ仮令甲第一号証ヲ
被告本人ヨリ差入レシハ実ナルモ之ヲ履行セシムヘキモノニ非ストス況ヤ其私約
ヲ解キシ際被告本人ノ父母ヨリ星野周益鈴木平三郎ニ託シ金四拾円ヲ原告本人及
父田中岩次郎ヘ交付シ解散ニ至リシハ其仲裁人タリシ周益平三郎及ヒ中島市衛佐
山卯吉等ノ供述スル所ナレハ復タ該事ニ関スル贈金ノ余約アルノ理ナシトス依テ
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原告ノ請求ハ相立タス
明治十一年六月廿九日
水戸裁判所栃木支庁
判　事　春　木　義　彰㊞
判事補　田　中　貞　靖㊞
2 「貸金催促ノ訴訟」（東京裁判所、M11・11・30判決）
明治 11年第 1940号
所長　池田㊞ 小　杉　判　事㊞
松　村　判事補㊞
裁判言渡書
原告　東京赤阪区平民
田　中　ヤ　ス
被告 仝本郷区林藤次郎方出稼娼妓田中ロク代言人仝
日本橋区蛎売町一丁目一番地平民
中　村　伊兵衛
貸金催促ノ訴訟審理スル処
原告訴ル要旨ハ被告カ曽テ自宅ヘ芸妓出稼中帯其外ノ代金並ニ取替金等合テ五十
六円八十七銭七厘五毛内金三十六円九十五銭ハ預リ金ヲ以差引残金十九円九十三
銭五厘ハ速カニ返済受度旨申立タリ
被告答ル趣キハ原告方ニ於テ曽テ芸妓出稼中帯其外ノ代金並ニ取替金等ハ合テ三
十円六十二銭五厘有之モ預ケ金四十三円四十銭有之ニ付此内ヨリ外ニ衣類代立替
ヲ受ケタル金二十円四十九銭ヲ引落シ残金二十二円九十一銭ハ右借用金ノ内ヘ払
ヒ置タルニ付仍ホ不足金七円七拾壱銭五厘ハ返済スルモ這回原告ノ請求ニハ応シ
難キ旨答弁セリ
因テ判決スル如左
第一条
原告ハ品代等金五拾六円八拾七銭七厘五毛ト云ニ被告ハ金三拾円六拾弐銭五厘ナ
リト答ヘ双方証書ナキ詞争ナルニヨリ現ニ被告ノ申陳スル金高ヲ以原告出金セシ
モノト推定セサルヲ得ス
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第二条
被告ハ預ケ金四拾三円四拾銭アリト云ニ原告ハ三拾六円九拾五銭ナリト開陳ス是
亦証書ナキ詞争ナルニヨリ原告ノ預リタルト申陳スル金高ヲ以テ被告ノ預ケシモ
ノト推定セサルヲ得ス
第三条
前条ニ定メタル金額差引金六円三拾弐銭五厘原告ヨリ可受取分ハ被告ガ外ニ衣類
代金弐拾円四拾九銭立替受タリト自陳セシ方ヘ引落シ不足ノ金員ハ此度被告ヨリ
速ニ償却スルヲ相当ナリトス
明治十一年十一月三十日 東京裁判所
3 「衣類取戻シノ訴訟」（東京裁判所、M11・11・30判決）
明治 11年第 1941号
所長　池田㊞ 小　杉　判　事㊞
松　村　判事補㊞
裁判言渡書
原告 東京赤阪区平民
田　中　ヤ　ス
被告 同本郷区林藤次郎方出稼娼妓田中ロク代人同日
本橋区平民
中　村　伊兵衛
衣類取戻ノ訴訟審理スル処
原告訴ル要旨ハ被告カ曽テ原告方ヘ芸妓出稼中衣類貸シ渡シ置キタルニ失踪シタ
ルニ付漸ク尋ネ出シ屡々催促ニ及ヒタル処不当ノ返答而巳申募リ差返サヽルニ付
返却受度旨申立タリ
被告答ル趣キハ曽テ原告方ヘ芸妓出稼キ中衣類買求メタル節右代金原告ヨリ立替
ヘ貰ヒ追次稼金ヲ以テ払ヒ込ミ残金纔カ三円有之而巳ニテ品物買取タル故品□代
価受取所持罷在決シテ借受ケタルモノニ無之ニ付右取替残金三円ハ返却スヘキモ
原告ノ請求ニハ応シ難キ旨答弁セリ
因テ判決スル如左
原告ハ衣類ヲ被告ヘ貸シ渡シタルニ返済セサル旨申立ルト雖トモ之レヲ貸シタル
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証拠ナクシテ却テ品代受取書被告ノ手ニ有之上ハ原告ノ所有品ト看認ムルヲ得ス
因テ原告ノ請求相立サル事
明治十一年十一月三十日 東京裁判所
明治 12年
4 「品代金催促ノ詞訟」（東京裁判所、M12・01・31判決）
明治 11年第 2340号
所長　池田㊞ 掛 飯　田　判　事㊞
藤　田　判事補㊞
裁判言渡書
原告 東京府浅草区平民島田兼三郎代同区内藤五郎左
衛門方寄留千葉県士族
吉　川　豊　村
被告 同府同区当今本郷区金子きん方出稼娼妓野村た
か代同区士族
真壁 千萬太郎
品代金催促ノ詞訟審理スル処
原告訴フル要旨ハ明治十一年一月一日甲第壱号証記載ノ品物被告カ売掛セシ代金
不払ニ付屡督促ノ末明治十一年十一月十四日勧解出願セシ処被告ニ於テ右済方延
期ヲ乞フニ任カセ同月三十日迄猶予セシモ当日ニ至リ被告調金ナラサルニ付金弐
円ニテ勘弁受度旨申張ルヨリ不得已本件ノ詞訟ヲ起シタルニ被告ニ於テ該品物ハ
損料ニテ借受シ旨申立レトモ決シテ否ラス全ク甲第壱号証ノ如ク原告ヨリ売掛セ
シモノニ相違無之ニ付本訴ノ金円速ニ済方受度旨ヲ申立
被告答フル旨意ハ明治十年十二月中新吉原江戸町壱丁目貸座敷渡世中村長兵衛方
ヘ被告娼妓出稼中其年十二月三十一日ニ至リ原告ヨリ馬瓜細工ノ笄壱本同品製花
笄持出シ弐本并ニ前笄弐本右五本ヲ一日損料八銭ツヽ約定ニテ借受タルニ明治十
一年一月二日右中村長兵衛宅ヨリ失火自分部屋所有品ハ勿論原告ヨリ借受ケタル
簪笄共悉皆焼失セシニ付其旨速ニ原告ハ通知セシニ原告ニ於テハ品物焼失セシ上
ハ相当ノ代価ヲ以テ償却受度旨ヲ申立タレトモ当時被告金策不如意ニ付其侭打過
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キシニ明治十一年十一月中原告ヨリ区裁判所ヘ勧解ヲ仰キ該品代価請求ニ及ヒタ
レトモ被告ニ於テハ素ヨリ該品買ヒ取リタル覚無之且其品物現在セサル上ハ代価
ノ義モ確定シカタキニ付金弐円ノ不足ハ勘弁受度旨申立タルニ原告之ヲ承諾セス
シテ出訴セシモノナレハ今更原告ノ請求ニハ応シ難キ旨ヲ答弁セリ
因テ判決スル左ノ如シ
原告ニ於テ甲第壱号証ヲ以テ本訴金円ハ売掛代金ナル旨ヲ証セントスルモ該証ハ
啻ニ原告ノ手ニ成ルモノニシテ被告之ヲ承認セシノ証憑ナキ上ハ果シテ其売掛代
金ナルヤ否ヲ証スルニ足ラス加之本訴物品ハ明治十一年一月火災ノ為メ悉皆焼失
セシヲ以テ其代価ヲ証スルニ由ナキニヨリ勧解中被告カ認メタル金弐円ハ速ニ原
告ヘ相渡スヘキモノトス
但シ訴訟入費ハ被告ヨリ弁償スベシ
明治十二年一月三十一日 東京裁判所
明治 13年
5 「貸金催促ノ訴訟」（東京裁判所、M13・11・27判決）
明治 13年第 3437号
所長　池田㊞ 判　事　木　村　喬一郎㊞
判事補　藤　本　良　興㊞
判事補　中　谷　速　水㊞
裁判言渡書
原告　東京府浅草区平民佐藤鉄五郎代人同府同区平民
広　崎　金十郎
被告 同府日本橋区平民林清七附籍当時同府本郷区北
村藤助方出稼娼妓
松　井　ふ　ゆ
貸金催促ノ訴訟始審ノ裁判左ノ如シ
被告ニ於テ甲第一二号証ハ前夫松井七五郎ヨリ差入レ該金ヲ借用セシモノト認ム
レトモ被告ハ之レヲ借用セシ覚ナケレハ該証ニ被告於テ拇印セシコト之レナシ且
第三号証ハ本訴金額督促ノ回答ヲナシタルモノナレトモ其文中手都合ノ金子御座
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ナク云々トアルハ原告ヘ返償ス可キ融通ノ金ナキコトヲ指シタルモノニアラスシ
テ曽テ原告カ使ヨリ人カ車代ノ請求ヲ受ケ之レヲ謝絶シタルコトヲ原告ヘ陳謝シ
タルモノナル旨申立ルト雖果シテ被告ハ甲第一号証ノ金額借用ハ覚ナシトセハ原
告カ不当ノ督促ニ対シ被告ニ於テ厳ニ之レヲ拒絶ス可キ筋ナルニ否ラスシテ原告
カ督促ニ被告ヨリ回答シタル書状即チ甲第三号証ノ文詞ヲ閲スルニ初メニハ被告
カ娼妓出稼キノ住替ヲナスハ畢竟金融ノ困却ニ原由シタルモノニシテ我一身ノ安
逸ヲ慮リシモノニアラサル旨ヲ縷述シ而シテ其後文ニ金子融通ナキヲ以テ原告カ
督促ノ使ニ対シ面会致サヽリシコトヲ陳謝シアレハ彼ノ手都合ノ金子云々ハ即チ
本訴金額返済ノ融通出来サルヲ示シタルモノト推定セサルヲ得ス殊ニ甲第一二号
証ノ代書ヲナシタル本訴ノ引合人黒澤栄蔵并ニ該金受授ノ紹介ヲナシタリト云フ
引合人安房川モトニ於テ該金ハ被告ホカ借用セシモノナルコトヲ証言スルニ付テ
ハ甲第一二号証被告カ記名ノ下ニ押捺シタル拇印ハ正シク被告カ自カラナシタル
モノト認定ス依テ甲第一号証ノ金額ニ明治八年十月三十一日以降壱ケ年百分六ノ
割ヲ以テ利子ヲ添加シ其元利金額ハ被告ヨリ速ニ完済ス可シ
但シ訴訟入費ハ被告ヨリ償却ス可シ
明治十三年十一月二十七日 東京裁判所
明治 14年
6 「積立金取扱見届方ノ訴訟」（熊谷裁判所前橋支庁、M14・05・20判決）
明治 13年第 216号
所長　納冨㊞
裁判言渡書案
群馬県上野国東群馬郡平民文箭吉蔵方寄留神奈
川県武蔵国久良岐郡平民川端キノ二女芸妓稼園
八事川端キタ外一名代言人上野国東群馬郡前橋
曲輪町第廿七番地寄留愛媛県平民
原告 木　村　品太郎
群馬県上野国東群馬郡平民堀内栄吉外四名代言
人同国群馬郡高崎駅鍛冶町第弐拾番地平民
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被告 那　須　禎太郎
積立金取扱見届方ノ訴訟審理遂ル処
原告訴フル要領ハ過ル明治十年四月中市中割烹店芸妓寄留宿及ヒ芸妓一統協議ノ
上規則ヲ確定シ芸妓取扱所創立ノ義ヲ寄留宿惣代関惣五郎割烹店惣代堀内栄吉ノ
両名担当ニテ官ノ許可ヲ受ケ取扱居ル処其後担当人共ハ該規則ニ悖リ其他不都合
ノ廉々之レアルヲ以テ各業ノ者申合セ更ニ取扱所設立ノ義ヲ明治十一年六月中群
馬県庁ヘ願出タル処旧取扱人即チ本訴ノ被告共召喚相成リ一応調ノ上双方示談ヲ
以テ願出ツ可キ旨ヲ申渡サレタリ然ル処扱人共ニ於テハ規則第十条ヲ改正シ扱所
費ヲ金壱銭ニ減少シ弐厘五毛ハ通路并諸費トシテ積立置キ毎年六月ヲ期トシ精算
ノ上余金ハ身本慥成ル者ヘ相当ノ利子ニテ預ケ置ク可ク尤モ物価高低ニ做シ積立
金弐厘五毛ノ内ニテ取扱所費ニ足シ合フ義モ有之可ク筈ニテ新規願入ハ之レヲ承
諾シ設立願ハ之レヲ願下ケ其際芸妓寄留宿ヘ規則改正願写ヲ相渡サレタリ因テ爾
来原告共ハ該規則ヲ固守罷在ルニヨリ該改正第十条ニ因リ積立ツ可キ金弐厘五毛
ノ取扱方ヲ見届ケ度今回ノ出訴及ヒタルニ被告ハ弐厘五毛ノ積立金ノ取扱ハ被告
共カ権内ニ在レハ原告カ積立金ノ如何ヲ見届ク可キ理由之レナク加之該弐厘五毛
ハ物価ノ騰貴ニ因リ第十条ノ但書ニ因リ扱所費ニ充テ改正後モ更ニ積立テス或ハ
原告ノ内東条コウハ明治十年四月成立セシ取扱所規則及ヒ第十条ヲ改正為シタル
分共明治十二年群馬県甲第百三十号第百三十一号布達ニヨリ取扱所規則ヲ改正取
扱所ヲ出願ノ後チ開業為シタル者ナレハ稼代ノ内弐厘五毛ヲ積立テス一銭弐厘五
毛ハ扱所費用ニ充ツル義ハ既ニ承諾致居ル者ナレハ則チ積立金ノアラサルモノヲ
見届度トノ請求ハ不当ナリト陳述ナセトモ抑モ被告カ明治十年度ノ規則及ヒ改正
第十条ヲ尚改正ナシタルハ該規則ニ関係アル者ノ協議ヲ遂ケ一同ノ承諾ヲ経テ改
正ナシタル者ニ之レナク被告自ラ明言為ス如ク被告等限リ専断ヲ以テ該規則ヲ改
正所轄郡役所ヘ届出タルモノニシテ被告等ハ原告等カ売芸ヲ以テ得ル処ノ金額ヲ
自由ニナスノ理由万々在ル可カラス明治十年ニ取扱所ヲ設置ナシタルハ関係アル
者ノ承諾ニ因リ随テ該所費用ノ幾分ヲ原告等カ稼代ノ内ヨリ負担シ或ハ幾分ヲ積
置ク等ノ義ヲ定メタル者ニテ既ニ原告等ハ之レヲ許諾為シタル上ハ之レヲ遵守為
スノ義務アルモ被告カ明治十二年十二月中改正為シタリト陳弁為ス扱所規則ハ決
シテ之レヲ履行ナスノ義務之レナク将タ原告等カ開業為ス者ハ概略父母及ヒ近親
ノ厄難或ハ疾病ニ罹リ其他已ムヲ得サル費途アルニヨリ一時金円ヲ要スル場合ヨ
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リ債主ヲ得テ若干ノ金円ヲ借受ケ揚代金ヲ得ルヲ以テ漸々是レヲ償却シ皆済ニ至
ル迄債主方ニ寄留百事寄留宿主ニ委託為シ置ク者ナレハ所轄庁ヨリ許可ヲ得テ寄
留宿主取扱所ニ同道許可ヲ得テ売芸為ス旨ヲ申述ル迄ニシテ当時扱所於テ規則書
等読聞カセラルヽ等ノ義ハ無之啻ニ該所ノ規則寄留宿主ヨリ申聞ケニ因リ覚知致
ス迄ノ義ナレハ仮令東条コウニ於ケルモ衆人ノ許諾セル明治十年度ノ規則及ヒ改
正第十条ヲ承リヲレハ外同業者同様稼代ノ内弐厘五毛ハ扱所ニ積立タルモノナレ
ハ敢テ同業者ニ異ナルナシ前陳ノ次第ニテ原告共ハ該規則ニヨリ稼高ノ内弐厘五
毛ハ該所ニ積置タレハ積立金扱所方ヲ見届ルノ権利ヲ有シ被告ハ原告稼高ノ幾分
ヲ積立而シテ積立主ノ為メ利益ヲ保護ナスノ責任ヲ有スレハ積立主カ該取扱方ノ
見届ヲ要スル場合ニアツテハ之レヲ示スノ義務アル旨ヲ申立タリ
被告答フル要領ハ今回原告カ取扱所積立金取扱見届方ノ起訴ナシタレトモ該積立
金取扱ヲ見届ケシムル者ニアラス被告カ前掲書中ニ芸妓取扱ヲ為スハ私ヲ以テ為
スニアラス明治十年四月中被告ノ内堀内栄吉関惣次郎ノ両名ヨリ取扱所規則ヲ創
定シ扱所設立ノ義ヲ群馬県ヘ出願ノ上許可ヲ得タレハ芸妓共ノ開業ナスヤ扱所ニ
来タリ扱所於テハ本籍寄留及ヒ姓名年齢営業許可ノ年月日ヲ記シ該扱所ノ規則ヲ
示シ扱所ヨリシテ割烹店其他同業者等ヘ披露致シ所轄警察署ヨリハ予テ口達ノ趣
キアレハ三日内ニ本籍寄留及姓名芸名年齢免許ノ年月日等ヲ記シ届出ルヲ以テ法
トス而シテ明治十一年六月中規則第十条ヲ改正シ玉代線香壱本ニ付拾弐銭五厘ト
定メ内九銭弐厘五毛ヲ稼人ヘ相渡シ弐銭ヲ割烹店ヘ相払壱銭ヲ取扱所費ニ充テ残
ル弐厘五毛ハ通路并諸費トシテ積立置キ云々トシ其但書ニ至リ物価高低ニヨリ積
立金弐厘五毛ハ取扱所費ニ足シ合フ義モ有之可クト改正シ群馬県ノ許可ヲ受ケタ
ルモノニテ芸妓共ノ設ケタル規則ニアラス被告等カ専断独権アレハ右明文中ニモ
九銭弐厘五毛ハ稼人ヘ相渡ストアリ然ラハ芸妓ニ於ケル九銭弐厘五毛ヲ扱所ヨリ
受取ルニ於テハ其余三銭弐厘九毛ヘ関係ス可キ者ニアラサルハ瞭然タリ殊ニ第十
条ヲ一度改正ナシタルモ金壱銭ツヽニテハ物価騰貴ニヨリ扱所費不足ナルニ付直
チニ担当人共協議ナシ弐厘五毛ハ但シ書ノ明文ニ従ヒ総テ扱所ノ費用ニ充ツルコ
トニ為シタレハ此積立金明文不用ニ属シタルヲ以テ明治十二年十二月中所轄郡役
所ヘ申出尚又改正ナシタレハ積立金ハ素ヨリ之レナ　
（ママ）
クモノ故エ是レカ見届法ヲ為
サシムル能ハス将タ此改正ハ割烹店或ハ芸妓寄留宿等ノ協議ヲ遂ケ改正為シタル
儀ニハ更ニ之レナク皆以テ被告等ノミノ専断独権ニ出テタル者ナリ而シテ拾弐銭
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五厘ハ決シテ原告等カ所得金ニアラス芸妓営業ヲ為サントスル者ハ総テ此取扱所
ニ依ラサレハ営業為ス能ハサルノミナラス招求者ト雖モ芸妓ヲ直接ニ招求為ス能
ハサル故芸妓等ニ於テハ招求者ヘ直接ニ売芸為ス能ハサルハ言ヲ俟タス売芸為ス
能ハサレハ自ラ揚代金ヲ受取ルノ独権ハ毫モ無之招求者ト取扱所トノ間タニ於テ
取引ヲ為ス者ナリ如何トナレハ招求者ハ取扱所ヨリ売芸ヲ買フ者ナレハ前橋ニ於
テ芸妓稼ヲ為ス者ハ扱所ニ依リ揚代金ノ中九銭二厘五毛ヲ受取ルニ於テハ他ニ苦
情アル可キ道理ナシ仮令揚代金ノ部中三銭弐厘五毛ヨリ超過ナスモ被告等ノ権内
ニアレハ決シテ原告等ノ嘴ヲ容レ可キ者ニアラザレハ原告カ請求ニハ応シ難ク況
ンヤ原告ノ内東条コウハ仮リニ積立金ノ之レアル者トナスモ積立金ヲ廃シタル后
チニ開業為シタルモノナレハ敢テ弐厘五毛ニ干渉ナス能ハサル旨ヲ申立タリ
因テ判決スル左之如シ
第一条
被告於テハ原告カ請求セル積立金取扱方見届ケヲナサシム可キ者ニアラス被告カ
前橋市中ニ芸妓取扱所ヲ設置ナシタルハ私ヲ以テ為スニアラス或ハ原告等ハ取扱
所ニ因ラサレハ営業為ス能ハサルノミナラス招来者ト雖モ芸妓ヲ直接ニ招求為ス
能ハス或ハ揚代金拾弐銭五厘ハ芸妓等ノ所得金ニアラサル旨ヲ申立ルニヨリ群馬
県ヨリ明治十二年十月廿四日布達セル芸妓渡世規則及ヒ被告カ第一号第二号ノ証
ヲ閲スルニ芸妓渡世規則中芸妓稼ヲ為ス者ハ芸妓取扱所ニ依ラサレハ営業相成ラ
ス或ハ招求者ト雖モ取扱所ニ依ラサレハ招求為ス可カラス等ノ明文ヲ掲ケス第十
二条ニ［此規則ニ違背スル者ハ裁判所ヘ移シ相当ノ処分可申付候事但其ノ犯状ニ依
リ監察取上渡世差止ル義可有之事］トアリ然レハ芸妓稼即チ原告共ハ該規則ヲ違背
セサル限リハ独立営業ナスノ権利ヲ有セリ然リト雖モ本訴原告共ハ明治十年四月
中ニ成立セシ芸妓取扱所規則ヲ寄留宿主ヨリ聞知シ之レヲ許諾ナシタル上ハ該規
則ニ依ラサルヲ得サルノ義務アル者ナレハ則チ原告ハ該規則ヲ履行シ第十条ニ依
リ稼代金ノ内弐厘五毛ヲ取扱所ニ積立テタリ然リ而シテ被告第一号証ハ被告ノ内
堀内栄吉関惣次郎の両名カ芸妓取扱所新設ノ願書ニシテ第二号証ハ料理店渡世其
他ノ者カ第壱号ノ願意ニ添願ナシタルノ書面及芸妓取扱所規則書ナリ此取扱所規
則第十条ニ［玉代ノ義ハ線香壱本金拾弐銭五厘ト定メ之レヲ取扱所ニ於テ取立内金
九銭弐厘五毛稼人ニ渡シ割烹店ヘ手数料トシテ弐銭ヲ払残リ壱銭弐厘五毛ハ取扱
所諸費ニ充可キ事］トアリ而シテ該条ハ明治十一年六月ニ至リ被告第三号証ノ如ク
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一同協議ノ上改正セリ即チ改正第十条ハ［玉代ノ義ハ線香壱本ニ付金拾弐銭五厘ト
定メ是ヲ取扱所ニ於テ取立内九銭弐厘五毛ヲ稼人ヘ相渡割烹店ヘ手数料トシテ弐
銭ヲ払残金ノ内壱銭ヲ取扱所費ニ充テ尚弐厘五毛ハ道路并諸費トシテ積立置毎年
六月ヲ期ト定メ精算ノ上身元慥成者ヘ相当ノ利子ニテ相預ケ置可申事但物価高低
ニ做ヒ本文積立金弐厘五毛ノ内ニテ取扱所費ニ足シ合候義モ可有事］トアリ該条中
玉代トアルハ芸妓揚代金ヲ指シタル旨ヲ被告陳述セリ抑被告等カ芸妓取扱ヲ為ス
ハ私ニ為スニアラスト申述ナスト雖モ官ヨリ之レヲ設置セシ者ニアラス被告第一
号証ニヨリ成立セシモノニテ到底取扱所ナル者ハ取扱ヲ為ス者ト芸妓稼及割烹店
等ノ協和上ニアラサレハ仮令被告等カ取扱所ヲ設ケ置クモ芸妓稼ノ者ハ所轄庁ノ
許可ヲ得レハ独立営業ノ権利アルハ前示ノ如ク茲ニ営業者アレハ招求者ハ群馬県
甲第百卅二号ノ布達ヲ違背セサレハ招求ナスノ自由アリ夫レ斯クノ如キ場合ニア
リテハ取扱所ナル者ハ有名無実ニ帰スルノミ然レハ取扱所ナル者ハ割烹店及ヒ芸
妓稼ノ者共カ各自ノ便利ヲ量リ割烹店及ヒ芸妓稼ノ者共カ協和上ニ出ツルヲ以テ
茲ニ初テ取扱所ノ事業ヲ実施ナス者ナレハ畢竟取扱所ハ無形ニシテ取扱ヲ為ス即
チ被告等ハ割烹店及ヒ芸妓稼ナル者ノ名代人タルニ過キサルモノト認メサルヲ得
ス而シテ揚代金拾弐銭五厘ハ原告等カ所得金ニ非スト陳弁ナスト雖モ揚代金ナル
者ハ芸妓等カ売芸ニ対スル価直ナレハ即チ売芸者ニアラサル他人ノ得テ定ム可キ
ノ権利アル可カラス然レハ揚代金ハ芸妓等カ売芸ニヨリ得ル処ノ金円ニシテ招求
者ハ則チ売芸ニ対シ定価拾弐銭五厘ヲ支払フ者ナレハ揚代金ハ芸妓等カ所得金ニ
アラストノ理由ハ万ニアル可カラス故ニ被告カ揚代金ハ原告等カ所得ニアラス芸
妓取扱所ハ私ニ為スニアラス或ハ芸妓稼ノ者ハ取扱所ニ因ラサレハ営業為ス能ハ
ストノ陳弁ハ相立タサルモノトス
第二条
被告於テハ取扱所ハ芸妓等カ設置ニ係ル者ニアラス被告等カ専断独権ニテ規則ヲ
設ケタルモノナレハ規則第十条ニヨリ原告等ハ揚代金拾弐銭五厘ノ内九銭弐厘五
毛ヲ受取ルニ於テハ他ニ苦情アル可カラス仮令揚代金ノ内三銭弐厘五毛ヨリ超過
ナスモ被告ノ権内ナリト陳弁ナスト雖モ揚代金ノ原告等カ所得金ナルハ第一条ニ
載示ナスノミナラス被告第三号証則チ明治十年四月ニ創定セル規則中第十条ヲ改
正セル群馬県庁ヘノ願書末文ニ［御聞済被下候ハヽ取扱所并稼人ニ於テモ恐喜仕候
間］云々トアリテ前文ニ［一同協議ノ上］云々トアレハ該改正ハ稼人共協議ヲ経テ
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出願ヲナシタルヤ瞭然タリ然ルヲ被告ハ原告等カ所得金ヲ以テ左右ナスノ権利ア
ル者ト自認シ取扱所費ノ壱銭ニテハ不足ナリ迚テ第十条但書ニ依リ積立金弐厘五
毛ハ悉皆［取］扱所費ニ充テタレハ積立金ノ明文ハ廃物ナリトテ独断ヲ以テ尚又明
治十二年十二月第十条ヲ改正セリ此改正ノ条款ニ於ケル最モ原告等カ所得金ニ影
響ヲ生スル者ナレハ必ラス積立主ノ承諾ヲ得ルニアラサレハ改正為スヲ得可カラ
ス然ルヲ被告ハ被告カ専断独権ヲ以テ改正為シタルト明言ナセハ原告等ハ明治十
二年十二月改正為シタル取扱所規則ヲ許諾ナサヽル限リハ之レヲ履行ナスノ義務
アラス将タ東条コウハ明治十二年十二月規則改正後ノ開業ニシテ芸妓等カ当初許
可ヲ得レハ取扱所ニテ規則書ヲ示ス者ナレハ既ニ弐厘五毛ハ積立テサルヲ承諾致
シ居ル者ナレハ積立金取扱方見届ヲ起訴ナスハ不当ナル旨モ申立ツレトモ東条コ
ウハ取扱所ニ於テ規則読聞セラレタル義ハ之レナク都テ芸妓等ハ寄留宿主ヨリ規
則ハ聞知ナスモノナレハ明治十二年十二月ニ規則ヲ改正ナシタルハ被告カ専断ナ
レハ寄留宿主ハ敢テ此改正ヲ知ラサレハ啻ニ明治十年度及ヒ明治十一年ニ改正為
シタル第十条ヲ聞知承諾罷在ル旨ヲ申述シ東条コウハ当初果シテ取扱所於テ明治
十二年改正ノ規則ヲ承諾ナシタルヤ否ハ原被両造カ口頭ノ陳述ナレハ倶ニ採用ナ
サスト雖モ原告等ハ所轄庁ノ許可ヲ得ルニ於テハ独立営業ノ権利ヲ有スル者ナレ
ハ被告等カ独断ニテ改正シタル規則ヲ遵守為サヾレハ営業ナス能ハサルノ理由ハ
アラサレハ独リ同業者ニ異ナル規則ヲ遵守為スノ義務アラサレハ原告両名カ権利
ニ於ケル敢テ異ナルナシ然レハ東条コウモ同業者ト同シク所得金ノ内弐厘五毛ヲ
積立タル者ナレハ敢テ不当ト云フ可カラス然リ而シテ明治十一年六月ニ改正シタ
ル第十条ニハ［壱銭ヲ取扱所費ニ充テ尚弐厘五毛ハ道路并諸費トシテ積立金毎年六
月ヲ期ト定メ精算ノ上余金ハ身元慥成ル者エ相当ノ利子ニテ預ケ置可申事］トアリ
テ但書ニ［物価高低ニ做ヒ本文積立金弐厘五毛ノ内ニテ取扱所費ニ足シ合候義モ之
レアル可ク］トアレハ被告等ハ物価騰貴ニ際シ第十条ノ但書ニ因リ弐厘五毛ノ内ヲ
以テ取扱所費ノ不足ヲ補フノ権利ヲ有スト雖モ素ヨリ原告共ノ所得ヲ積立置クモ
ノナレハ該場合ニ在ツテハ則第十条ノ本文ニ明記為ス如ク精算為サヽル可カラス
然ルニ該積立金ハ物価ノ騰貴ニヨリ当初ヨリ積立テサルトノ陳弁ナレハ果シテ取
扱所費ハ壱銭ニテ不足ヲ生スルノ確実ナルヲ示シ随テ弐厘五毛ヲ該費ニ充テタル
ノ詳細ヲ報知為サヽルヲ得サルモノトス故ニ揚代金拾弐銭五厘ヲ左右為スハ被告
カ権内ニアリトノ被告陳述ハ相立タサルモノトス
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第三条
前条々ノ理由ナレハ原告ハ該積立金ノ取扱方如何ンヲ見届ルノ権利アレハ被告ハ
本訴請求ヲ差拒ムノ権利アラサルモノト心得可シ
但訴訟入費ハ規則之通被告ヨリ償却ス可シ
長　判　事　　納　冨　利　邦㊞
明治十四年五月廿日 主　判事補　　松　崎　朝　益㊞
副　十六等出仕　新　沼　清　安㊞
7 「積立金取扱見届ノ詞訟」（東京上等裁判所、M14・10・22判決）
明治 14年第 1281号
所長　西㊞
主任判事　今村信行㊞
副任判事　安藤定格㊞
裁判書
群馬県上野国東群馬郡平民堀内栄吉外四名代言
人
東京府芝区南佐久間町弐丁目拾五番地平民
原告 田　村　　　訥
群馬県上野国東群馬郡文箭吉蔵方寄留神奈川県
平民川端キタ外壱名代言人
東京府日本橋区堀留町二丁目十一番地寄留島根
県平民
被告 熊　谷　寛　治
積立金取扱見届ノ詞訟熊谷裁判所前橋支庁ノ裁判不服ノ控訴審理判決スル左ノ如シ
原告ハ第壱号証以下ノ如ク明治十年已降芸妓取扱所ヲ設立シ其取締ヲ為タルニ相
違ナケレトモ芸妓取扱所規則第十条ニ記載ノ金壱銭弐厘五毛ハ如何ナル方法ニ使
用スルモ被告ノ干預スル処ニ非サルヲ以テ被告ノ需メニ応ス可キ義務ナキ旨申立
又被告ニ於テハ該規則第十条ノ金額ハ専ラ被告ノ営業上ヨリ得タルモノニシテ其
改正規則第十条ニ拠レハ壱銭ヲ取扱所費ニ充テ尚弐厘五毛ハ道路並ニ諸費トシテ
積立身元慥成者ヘ預ケ置ク可キモノナルカ故之ヲ被告ノ手ニ収ム可キモノニ非ス
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ト雖モ原告ニ於テ私用ス可キモノニ無之道路修繕等ノ公費ニ使用ス可キ筈ナルヲ
以其積立金取扱ノ方法奈何ヲ見届ケタシト請求セリ抑原告第壱号証ナル芸妓取扱
規則第十条ニハ［玉代ノ儀ハ線香壱本金拾弐銭五厘ト定メ之ヲ取扱所ニテ取立内金
九銭弐厘五毛稼人江渡割烹店江手数料トシテ弐銭ヲ払残壱銭弐厘五毛ハ取扱所諸
費ニ充ヘキ事］トアリ又原告第三号証ナル其改正規則第十条中ニハ［残金ノ内壱銭
ヲ取扱所費ニ充テ尚弐厘五毛ハ道路並諸費トシテ積立置］云々トアリテ被告ハ是等
ノ規則ニ基キ営業ヲ為シタルモノニシテ其線香壱本ノ金拾弐銭五厘トアルモノハ
専ラ被告等ノ営業上ヨリ得タル金銭ナルカ故弐厘五毛ツヽノ積立ニ於ケルモ敢テ
被告カ干預セシモノニ非スト云ヒ難シ而シテ被告ハ之ヲ己レニ容ル可キモノニ非
サルモ其積立金ヲ以道路修繕費ニ用タル歟将タ原告カ擅ニ之ヲ使用シタル歟ノ顛
末ヲ明カニセンカ為メ其積立金ノ取扱方法ヲ見届タシト請求スルモノナレハ原告
ハ強テ之ヲ差拒ム可キ道理ナキモノトス
右ノ理由ナルヲ以原告控訴ノ趣意不相立初審裁判ノ通相心得訴訟入費ハ成規ニ照
シ原告ヨリ償却可致事
明治十四年十月廿二日
東京上等裁判所
判　事　　今　村　信　行
判　事　　安　藤　定　格
8 「貸金催促ノ詞訟」（東京裁判所、M14・10・31判決）
明治 14年第 2758号
所長　池田㊞ 判　事 田　中　収太郎㊞
判事補 中　谷　速　水㊞
判事補 高　橋　正　法㊞
裁判言渡書
原告　東京府南豊島郡平民新川百代人同府四谷区平民
大　塚　鉄五郎
被告　同府浅草区平民
篠　原　安次郎
被告　同府南豊島郡平民
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武　田　兼　吉
被告 神奈川県南多摩郡秋元豊次郎方出稼娼妓井上テ
ウ代人東京府浅草区平民
黒　沼　吉之助
貸金催促ノ詞訟始審ノ裁判ヲ為ス左ノ如シ
第一条　原告代人ニ於テ本訴ノ金額弐拾円ハ証書明文ノ如ク被告井上テウカ身ノ
回リニ差支ヘ同人一名ヘ貸与オキシモ現ニ証書面被告三名ノ冒頭ニ借主トアル上
ハ仮令テウ一名ノ使用ニ係ルモ被告一同ハ連帯シテ返済スヘキ義務アルモノナリ
ト申陳スレトモ甲号証中（私身ノ廻リ着類ニ差支前書金円借用仕）云々トアリテ該
金額ハ被告井上テウ一名ヘ貸与セシコトハ原告モ自カラ明言スルニ依レハ設ヒ証
書中被告篠原安次郎外一名ハ借主トアルモ其実保証人ノ位置ニ在ルモノト認定セ
サルヲ得ス故ニ今原告カ被告三名ヨリ直ニ返済受度トノ訟求ハ不当ナリトス
第二条　被告井上テウ代人ニ於テハ甲号証ノ金額ハ被告テウ一名ニテ借用セシニ
相違ナキモ明治十四年七月被告テウカ原告方ノ出稼ヲ廃シタル節原告ニ於テ該借
用金皆済セサレハ所持品不残相渡シ返償スヘシトノ申聞ニ任セ唐縮緬長襦袢一枚
外二品ヲ右返金ニ充テ相渡シ済方シタレハ本訴ノ請求ニハ難応旨申立ルト雖トモ
被告ハ唯口陳ニ止リ果シテ該三品ヲ以テ返金ニ充テタリト認ムヘキ証徴ナクシテ
現ニ甲号証ノ原告手元ニ存在スルヲ視レハ未タ返済セサルモノト認メサルヲ得ス
第三条　甲号証ハ無期限ノ貸金ナルニ依リ明治六年第十号布告ニ基キ自今十二ケ
月内ニ被告井上テウヨリ皆済スヘシ
但訴訟入費ハ被告篠原安次郎外一名ノ分ハ原告ヨリ其他ハ被告井上テウヨリ償
却スヘシ
明治十四年十月三十一日 東京裁判所
9 「貸金催促ノ訴訟」（東京裁判所、M14・12・15判決）
明治 14年第 2685号
所長　池田㊞ 判　事　古　賀　明　銓㊞
判事補　鈴　木　捨　三㊞
判事補　岩 男三郎㊞
裁判言渡書
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原告 東京府北豊島郡平民原田清五郎代人同府日本橋
区士族
森　川　正　巳
被告 同府深川区石井金太郎方同居平民石井伝蔵代人
同所平民
加　藤　総兵衛
被告 栃木県梁田郡貸座敷渡世新井友次郎方出稼娼妓
東京府平民石井トク代人東京府本郷区平民
大　松　由　三
貸金催促ノ訴訟始審裁判ヲ為ス左ノ如シ
被告伝蔵代人ニ於テ本訴金円ハ嘗テ被告（トク）カ娼妓出稼廃業ノ際借用金ヲ精算
シタル残額ニシテ追テ幾許金ニテモ返済スレハ余金ハ勘弁ス可シトノ口約ニヨリ
乙第弐号証ノ如ク入金シタレハ該証ハ返戻ヲ受ク可キ筈ナリ且伝蔵ハ証人ニシテ
借主ニ非ス然ルニ今其氏名上ニ「同」トアルハ原告ノ擅記セシ者ナレハ旁以テ其要
求ニ応シ難シト云ヒ被告トク代人答弁ノ旨趣亦同シ尚本訴金円ハ追々返済ス可キ
約ニシテ前キニ合金六円ヲ返済セリ今証書写ニ「向三十ケ月」トアルハ原告カ擅記
ニ係リシモノニ付本訴ニ及フハ不当ナリト云フモ一モ証左アルナシ却テ乙第壱号
証ニ二名ノ証人ヲ要セシ旨記載アルヲ視レハ被告ハ此ニ因テ渡邊清吉小久保八百
吉ヲ証人ト為シ伝蔵ハ（トク）ト共ニ借主トナリタル者ト看做サヽルヲ得ス而シテ
乙第弐号証第二項三項ニ三月分四月分ト記載アルヲ見レハ其毎月払フ可キノ契約
アリシコトヲ推知シ得ヘシ因テ原告要求ノ元金残額四拾円七拾五銭并ニ訴訟入費
共被告両名ヨリ速ニ完済スヘシ
［明治十四年］十二月十五日 ［東京裁判所］
明治 15年
10 「貸金催促ノ訴訟」（本郷区裁判所、M15・08・―判決）
明治 15年第 177号
判事補　樋　口　浚　平㊞
同 伊　木　忠　善
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休暇中
裁判言渡書
原告　東京府神田区平民
関 芳之輔
被告　東京府本郷区平民
服　部　せ　い
被告　右服部せい方出稼娼妓平民
内　藤　ふ　く
貸金催促ノ訴訟始審ノ裁判ヲ為ス左ノ如シ
第一条
原告ニ於テ本訴第一号証ノ如ク曩キニ被告内藤ふく及亡内藤信貞現今旅行中ナル
山本繁之助三名ニ貸付ケタル金五拾四円ハ当時被告服部せいカ第二号証ノ通引請
済方スヘキ契約為シタルニ内金三円請取リシ迄ニテ残額淹滞セシニ依リ第一二号
証契約ニ基キ被告ふく及せい両名ヨリ返却受ケ度旨訟求スレトモ第二号証ニ内藤
ふく儀私方ヘ娼妓出稼罷在候別紙本証ノ金円五拾四円也借用候義ニ付テハ云々右
保証ニ相立私ヨリ屹度相渡シ可申云々トアレハ全クせいハ保証人ニ止マルモノト
ス依テ今原告カ借主ト共ニ其保証人ヲ被告トシ訟求スルハ不当ナリトス
第二条
被告ふくニ於テ原告請求ノ金額淹滞セシニ相違ナキモ現今黴毒病院ヘ入院中ニシ
テ金融不得届ニ付壱円宛月掛ヲ以テ済方致度旨申立ルト雖モ原告不肯上ハ強請ス
ルヲ得サルモノトス依テ本訴元金五拾四円ヨリ入金済三円ヲ控除シ残額ニ約定ノ
利子ヲ加ヘ被告ふくヨリ速カニ返却スヘシ
但服部せいノ訴訟入費ハ原告ヨリ償却シ原告分ハ被告ふくヨリ弁償スヘシ
明治十五年八月 ［本郷区裁判所］
① 原告
関 芳之輔
一 連借主内藤信貞ノ死亡セシコト及山本繁之助カ旅行中ナルコトハ承知致候事
一 右信貞繁之助ヘハ請求不致事
一 該件ハ委細訴状ニ申立ル通相違無之事
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一 相被告服部せいハ第二号証ノ通リ引請ケ済方スヘキ約定セシ上ハ該契約ニ基キ
請求ノ金額五拾五円四拾銭ハ被告せい及内藤ふく両名ヨリ速ニ完済受度候事
一 内金三円受領セシ迄ニテ他ニ入金ホ無之事
右ノ通相違不申上候 右
明治十五年八月廿四日 関 芳之輔㊞
② 被告服部せい代人下谷区上野三橋町
一番地伊藤松五郎方寄留愛知県平民
竹　嶋　与兵衛
一　本訴第一号証ノ契約ハ承知ノ上自分方ハ原告ヘ示談ヲ遂ケ第二号約定証ヲ差
入候事
一　第二号証ノ通全ク保証人ニ立チタルモノニ付連借主身代限処分受ケタル上ニ
アラサレハ其義務ハ難尽候事
一　右ノ次第ニ付自分儀ハ金借主ト一時ニ相手取ラルヘキ理由無之事
一　連借主内藤信貞ノ死亡セシ事及山本繁之助カ旅行中ノ旨ハ承知致候事
右ノ通相違不申上候 右
明治十五年八月廿四日 竹　嶋　与兵衛㊞
③ 被告
内　藤　ふ　く
一　自分儀ハ本訴第一号証ノ如ク亡父信貞及山本繁之助ト三名ニテ連借セシニ相
違ナキモ全ク該金円ハ亡父信貞ト二名ニテ使用シタルモノニテ繁之助ハ連署
シタル迄ニ有之事
一　相被告服部せいヨリ第二号約定証差入タル訳ハ承知致居候
一　内金壱円宛明治十五年十二月ヨリ四月迄□金三円ハ自分カ稼高金ヲ以テ差入
置候事
一　然レトモ爾後淹滞セシニ依リ一時皆済スヘキ筈ナルモ現今黴毒病院ヘ入院中
ニ掛リ何分調達不得届ニ付前約ニ基キ壱円宛ノ月掛ヲ以テ済方致度事
一　実父信貞ハ明治十五年七月廿九日死亡致シ山本繁之助ハ旅行中ニ有之事
右ノ通相違不申上候 右
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明治十五年八月廿四日 内　藤　ふ　く㊞
印形失念ニ付拇印仕候也
代筆
竹　島　与兵衛㊞
11 「貸金催促ノ訴訟」（本郷区裁判所、M15・11・01判決）
明治 15年第 333号
判　事　補 峰 浚　平㊞
十六等出仕 古　賀　民　介㊞
裁判言渡書
原告　東京府小石川区平民佐藤きよ代人仝区平民
佐　藤　廣　吉
被告　東京府小石川区平民
和　路　吉　蔵
被告　東京府浅草区溝口ツル方出稼娼妓平民
和　路　加　祢
貸金催促ノ訴訟始審ノ裁判ヲ為ス左ノ如シ
第一条
原告ニ於テ本訴第壱号証ノ金円ハ被告吉蔵壱名ヘ貸渡シタルモ該証ノ成立ハ被告
加祢ニ於テモ承諾シタルモノニテ明治十五年八月加祢ガ娼妓出稼スル際拾五円ヲ
返済スルヲ約セシヲ以テ被告両名ヨリ請求致度旨申立ルト雖モ果シテ加祢ガ該証
ノ成立ヲ承認シ内金拾五円差入ベキ口約セシモノト見認ムベキノ証左ナシ現ニ該
金円ハ吉蔵壱名ヘ貸渡セシ旨原告自陳述スル所ヲ視レハ該証明文ノ如ク被告吉蔵
壱名ニテ義務ヲ尽スヘキモノトス依テ加祢ヲモ被告トシ両名ヨリ請求致度トノ原
告申立ハ不相立
第二条
被告吉蔵ニ於テ本訴第壱号証ハ差入シニ相違ナキモ其実被告ガ計算書ノ如ク金弐
拾円八拾八銭借用シタルモノニテ内金拾円ハ堀田孫兵衛ヨリ受取次第残額ヲ併セ
返済スヘキ口約為シタルニ付該金受領セシ上入金額三円及植木手間賃金壱円六拾
五銭ヲ控除シ残額ハ返済スベキモ今原告ガ第壱号証皆金ノ請求ニハ難応旨申立ル
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ト雖モ現ニ該証交付セシニ相違ナキ旨被告自陳スル所ヲ視レハ素ヨリ証書明文ノ
如ク即弐拾四円五拾銭ヲ借用シタモノトス且つ堀田孫兵衛ヨリ拾円受取リシ上返
済スベキ口約ヲ為シ又参円ヲ入金セシモノト見認ムベキノ証左ナキ上ハ原告ノ要
求ヲ拒絶スルヲ得ズ依テ本訴之金弐拾四円六拾銭ヘ約定ノ利子ヲ加ヘ合金高ヨリ
植木手間賃壱円六拾五銭ヲ控除シ残額ハ被告吉蔵ヨリ速ニ償却ス可シ
但被告加祢ノ訴訟入費ハ原告ヨリ償却シ原告分ハ被告吉蔵ヨリ償却ス可シ
明治十五年十一月 ［本郷区裁判所］
① 原告代人　口書
佐　藤　慶　吉
一　本訴第壱号証ノ如ク金弐拾四円六拾銭貸渡シ期限屡催促スト雖モ返済セザル
ニ付速ニ皆済受度候事
一　本訴金額ハ被告申立ル如ク元数度ニ貸渡シタルモノヲ合算シ本訴第壱号証ノ
如ク成立シタルモノニ有之候事
但数度ニ貸渡セシ際ハ其時々証書取リ置第壱号証ノ成立之トキ右証書ハ悉皆
被告ヘ返戻セシニ付明細ノコトハ記臆不致候事
一　被告吉蔵ガ堀田孫兵衛ヘ貸渡タル金拾円受取リシ上返済スベキ口約ヲ為シタ
ル旨被告ヨリ陳述スト雖モ原告ニ於テハ該口約セシコト無之ニ付被告ヨリ直
ニ請求致度候事
一　被告ヨリ本年五月十一日金三円入金セシ旨陳述スト雖モ原告ハ該金受取リシ
コトハ無之候事
一　植木手間五人半賃金壱円六拾銭ハ素ヨリ被告ヘ償却スベキ金円ナルヲ以テ本
訴ノ金額ヨリ差引可申事
一　本訴証ハ和路吉蔵壱名ノ名前ナレトモ其実加祢ニ於テモ承諾ノ上成立シモノ
ニ付加祢ヲモ被告ニ取リ両名ヨリ請求致候事
右ノ通リ相違不申上候
明治十五年十一月十六日 佐　藤　慶　吉㊞
一　本訴金円ハ元被告吉蔵壱名ヘ貸渡シタルモノナレトモ本年八月初メ頃吉蔵ガ
長女加祢吉原ヘ出稼娼妓ニ参ル際本訴金額ノ内拾五円ハ加祢ヨリ返済スル旨
同人陳述セシニ付加祢ヲモ一同被告ニ取リ候事　㊞
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② 口書
被告 和　路　吉　蔵
一　本訴第壱号証ハ差入シニ相違ナキモ該金円ハ本年四月七日ヨリ廿二日迄ノ間
ニ借用シ証書ハ七月十一日ニ差入候事
一　第壱号証ノ金円ハ弐拾四円六拾銭トアレトモ其実別紙計算書ノ如ク弐拾円八
拾八銭借用致シ居候事
一　第壱号証ハ原告方ニテ認メシモノナレトモ被告ノ氏名ハ自分ニテ相認メ捺印
致候事
一　長女加祢ガ原告ヨリ借用セシ金九拾八銭ハ壱号証ノ金額ヘ包含致居候事
但加祢ヨリ該九十八銭ハ既ニ受取済ニ候事
一　返済ノ義ハ明治十五年四月十四日十五日両日ニ堀田孫兵衛ヘ貸渡タル金拾円
受取リシ上返済スベキ旨原告ト口約致シタルニ付該金額受領セシ上明治十五
年五月十一日返金セシ三円ト植木手間賃金壱円六拾五銭ヲ被告ガ計算書ノ金
高ヨリ控除シ残額ハ返済スベキモ今原告ガ皆金ノ請求ニハ難応候事
右之通リ相違不申上候
明治十五年十一月十六日 和　路　吉　蔵㊞
③ 口書
被告人　和　路　加　祢
一　本訴訟ニ及ハレタルモ被告ハ本訴ニ毫モ関係無之ニ付除名相成度候事
一　明治十五年四月十七日ヨリ廿三日迄ノ間ニ金九拾八銭ハ原告ヨリ借用セシモ
該金ハ九月ニ父吉蔵ヘ相渡シ原告方ヘ返済方依頼致置候事
但本文金額ハ無証拠ニテ借用セシモノニ有之候事
右之通リ相違不申上候
明治十五年十一月十日 和　路　加　祢㊞
一　父吉蔵ガ本訴訟差入金円借用セシコトハ更ニ存知不致候事　㊞
12 「身代限」（本郷区裁判所、M15・11・―判決）
明治 15年番外第 105号
判事補　峰 浚　平㊞
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同 伊　木　忠　善
欠席
［裁判］言渡書
原告　東京府神田区平民
関 芳之輔
被告 東京府南豊島郡杦木与蔵方同居当時本郷区服部
セイ方出稼娼妓平民
内　藤　フ　ク
被告ニ於テ本案裁判ヲ執行スヘキ金額六拾五円八拾三銭ハ一時ニ金融不得届ニ付身
代限ヲ以テ済方スヘキ旨示談相調フタル上ハ被告ハ直ニ身代限ノ処分ニ及フヘシ
明治十五年十一月 ［本郷区裁判所］
13 「貸品取戻ノ訴訟」（本郷区裁判所、M15・12・―判決）
明治 15年第 347号
判　事　補 峰 浚　平㊞
同 伊　木　忠　吾㊞
裁判言渡書
原告 東京府浅草区□□□たか方同居平民今井とく代
人本郷区平民
荒　井　鉞之助
被告　東京府本郷区貸座敷渡世□坂清吉方出稼娼妓平民
松　岡　た　ま
貸品取戻ノ訴訟始審ノ裁判ヲ為ス左ノ如シ
原告代人ニ於テ原告ハ曩キニ被告ト新吉原江戸町貸座敷渡世尾張田彦太郎方ヘ娼妓
出稼中同人ノ雇ヒト為リ会計書万事取扱ヒ居タルニ被告カ諸入費ニ差支ルヲ以テ
其時々同人ノ頼談ニ依リ示告明細書ノ通本訴物品ヲ他ヘ質入致シ該代金ヲ以テ右
諸入費ヲ支弁シタルモノニテ被告カ負担スヘキモノナルコトハ被告代人関口いさ
ヨリ送附セシ書状ニ依ルモ明瞭タルモノナリ本訴物品ハ被告ヨリ質受ノ上速ニ返
戻受度旨陳述スレトモ該物品ハ果シテ被告ノ頼談ニ依リ質入レタルモノニテ該代
金ハ被告ノ諸入費ニ充テタルモノト認ムヘキノ証左ナシ且右書状ハ原告ト関口い
309
明治大学　法律論叢 89巻 1号：責了 book.tex page310 2016/07/08 10:32
法律論叢 89巻 1号
さトノ間ニ成立シタル迄ニ止マリ原告承認セサリシ上ハ該書状ハ被告カいさヘ之
質物云々ニ付取扱ヒヲ委任セシモノナルトノ証トスルニ足ラス由此訳之ハ全ク該
物品ハ原告ノ都合ニ依リ質入セシモノト認定セサルヲ得ス依テ原告訟求ハ不相立
但訴訟入費ハ原告ヨリ弁償スヘシ
明治十五年十二月 ［本郷区裁判所］
① 原告代人
荒　井　鉞之助
一　原告ハ当初被告カ明治十四年八月ヨリ十五年八月迄一ケ年間新吉原江戸町一
丁目番地失念貸座敷渡世尾張田彦太郎方ヘ娼妓出稼セシ際被告ヨリ被告雇同
人ノ依頼ニ依リ被告カ会計上ハ万事原告カ取扱候事
一　右ノ次第ニテ被告カ商入費ニ差支ル為同人ノ頼談ニ依リ不得已訴状ニ掲ケル
明細書ノ通ノ質代金ニテ江戸町一丁目質渡世梅田□□□□□爾後物品ヲ追々
質入致シ該代金ハ其時々右諸入費ニ支払候事
一　該物品ハ原告名前ニテ原告カ質入候事
一　右質代金ヲ被告カ為メニ支払ヒタル証左ハ無之候事
一　右物品取戻之儀ニ付被告代人関口いさヨリ爾後書状ヲ送付セラレタルコト無
之候事
一　依テ被告ヨリ右物品ヲ質受ノ上原告ヘ返戻受度事
右之通リ相違不申上候 右
明治十五年十一月十九日 荒　井　鉞之助㊞
② 被告代人
横　田　金　勝
一　明治十四年八月ヨリ十五年八月迄被告カ新吉原江戸町壱丁目貸座敷渡世尾張屋
彦太郎方娼妓出稼致居ル際原告ヲ召仕ヒ万事取扱ハセ置キタルニ相違無之事
一　然レトモ本訴物品ヲ質入レセシハ全ク原告カ自己ノ都合ニ依ルヘキモノニテ
被告ハ毫モ関シタルモノニ無之事
一　右質金ヲ被告カ身上ノ儀付支払ハセタルコト更ニ無之事
一　原告提供スル書状ヲ送付セシ人即チ関口いさヘ本訴物品ノ儀ニ付日延ホ依頼
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セシ覚更ニ無之事
一　然レトモ右いさノ夫兵吉ナルモノヘ壱五年八月頃被告カ負債金償却方ノ取扱
ヲ委任シタル負債金円ハ既ニ償却済ニ成候事
一　右ノ訳合ナルニ依リ原告請求ニハ難応候事
右之通リ相違不申上候 右
明治十五年十一月十九日 横　田　金　勝㊞
14 「貸金催促ノ詞訟」（四ツ谷区裁判所、M15・―・―判決）
明治 15年第 191号
所長　兼松㊞ 主　高　木　判事補㊞
裁判言渡書
原告　東京府南豊島郡平民
大　森　フ　サ
被告 仝府仝郡平民建守力蔵方出稼娼妓栗原ムメ及仝
宿荏原郡平民栗原辰蔵代仝宿南豊島郡平民
山　下　徳次郎
仝 々府荏原郡平民
栗　原　キ　セ
貸金催促ノ詞訟始審裁判左ノ如シ
原告ニ於テ甲号証ノ金円ハ栗原ムメ外二名ヘ貸与シタルヲ以テ三名ヨリ償却請度
旨申立ルモ被告共ニ於テ甲号証ノ金円ハ栗原ムメ一名ニテ借用セシモノニテ栗原
辰蔵栗原「キセ」両名ハ該証ニ対シ元方受人ナリ然ルニ三名ヘ係リ金円請求スルハ
条理ニ於テ無之旨開陳ス
依テ判決スルニ抑甲号証ニ三名ト記名上ニ同ト記載シアルハ素ヨリ信認シ難シ該
証書中ニ万一及違約候節ハ元方受人ニテ右金円皆済致シ云々ト明記シアル上ハ該
証ノ金円ハ栗原ムメカ借用シタルモノナリ故ニ同人ヘ係リ請求スルハ格別ナルモ
本訴要求ハ相立タス依テ訴訟入費ハ原告ヨリ弁償ス可シ
［明治十五年］ ［四ツ谷区裁判所］
① 大　森　フ　サ
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一　栗原ムメ外弐人ヘ係ル証書中ニ元方トアルハ則栗原辰蔵ノ事ナリ受人トアル
ハ栗原キセノ事ニシテ前書両名ノ上ニ同ト記載シタルハ該証書成立ノ際栗原
ムメカ認メ候尤本金貸与ノ砌ハ辰蔵ノ代トシテ栗原キセ立会候事
右ノ通相違無之候以上 右
明治十五年九月十九日 大　森　フ　サ㊞
一　曩ニ勧解出願之節栗原ムメ壱名ヲ被告トシ栗原辰蔵同「キセ」両名ヲ除キタル
ハ其当時両名共不在ニ付壱名ヲ被告ト致候
大　森　フ　サ㊞
② 被告栗原辰蔵栗原ムメ代人
山　下　徳二郎
栗　原　キ　セ
口供
被告共ニ於テ本訴ノ金員ハ栗原「ムメ」壱名ニテ借用シタルニ相違無之然ルニ今回
該証ニ対シ元方受人ニ相立タル我ラ両名ヲ被告トシ今般本訴ノ金員ヲ請求スル理
由無之モノトス
一　証書ニ栗原辰蔵栗原キセ両名ノ名上ニ同ト記シアルハ最初本証差入ニ際ニハ
決而無之候
一　元方トアルハ即キセ同様受人ノ心得ニテ御座候
他ニ申立候義無之候
右之通相違無之候
明治十五年九月十三日 山　下　徳二郎㊞
栗　原　キ　セ㊞
明治 16年
15 「女子取戻之訴訟」（東京始審裁判所、M16・07・23判決）
明治 16年第 962号
所長　池田㊞ 古賀判事代　児玉㊞
滝川仝　補㊞
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草間仝　補　賜暇中
裁判言渡書
東京府本郷区平民木村朝一方同居平民
原告 木　津　鉚　二
仝府本郷区平民
右代人 中　西　常　七
東京府日本橋区平民
被告 斧　山　房治郎
仝人方仝居平民
被告 山　口　ク　ニ
仝府芝区山本福三郎方同居平民
右代人 太　田　勝太郎
仝府北豊島郡平民
被告 飯　田　コ　マ
仝府平民
右代人 伊　藤　和　助
仝府伊藤和助方同居平民当時右飯田コマ方出稼
娼妓
被告 木　津　ハ　マ
仝府神田区平民
右代人 穴　倉　市三郎
女子取戻之訴訟審按スル処
原告代人訴フル要領ハ本訴取戻ヲ要スル木津ハマハ木津藤吉ノ長女ニシテ即原告
ノ妹ニ相当セリ同人ハ明治四年十二月中親族協議ノ上被告ノ中斧山房　
（ママ）
次郎ノ実父
市太郎ヘ一時預ケ置キシニ被告斧山房治次郎山口クニ等相謀リテ附籍人トナシ後
被告ノ中飯田コマ方ヘ出稼娼妓ト為サシメタルモノナルニ付其附籍ヲ取消シ併セ
テ木津ハマヲ取戻サント云フニ在レトモ木津ハマヲ一時預ケ置キタリトハ原告代
人カ無証ノ陳述ニシテ毫モ信スルニ足ラス反テ原告ハ自ラ訴状ニ掲クル戸籍表ニ
依テ観ルモハマハ斧山ノ附籍タルコト明カニシテ爾後伊藤和助ノ養女トナリ尋テ
斧山六三郎ニ附籍シ再ヒ伊藤和助方ニ同居シタルコトハ亦東京府芝区役所ノ文書
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ニ依リテ明カナリ乃チ是等ノ事跡ニ由レバハマガ斧山ノ附籍トナリタルハ正当ノ
手続ヲ以テ戸籍表ニ登記セラレタルモノト認定セサルヲ得ス而シテ附籍人ハ其主
籍人ノ支配ヲ受クルノ身分アルモノニシテハマカ情願ヲ以テ娼妓出稼ヲ為ス際斧
山房治郎其実兄斧山福太郎等協議ノ上正当ノ手続ヲ以テ願出テ其許可ヲ得タルモ
ノナレバ今更原告ハ仮令木津藤吉ノ養子ナリトモ無証ノ口実ヲ藉テ本訴ニ及ブハ
不条理ナリトス
判決
原告請求不相立
但訴訟入費ハ原告ヨリ償却スヘシ
明治十六年七月廿三日 東京始審裁判所
明治 17年
16 「立替金請求之訴」（天王寺治安裁判所、M17・03・31判決）
明治 17年第 1952号
決　片山㊞ 主　浅井㊞
裁決書
大阪府西区平民商
原告 熊　本　安兵衛
同府南区平民今里コウ方同居当時中村キヌ方於
テ娼妓営業
被告 木　田　政　江
同府東区平民商木田政三郎母
被告 木　田　キ　ク
立換金請求之訴審理判決スルコト如左
原告於テ昨明治十六年九月廿九日本訴証書ノ如ク被告政江カ娼妓営業為スニ先チ
受取ル可キ約定ヲ以テ金三拾二円被告共ヘ立換ヘタルニ政江ハ爾后営業シナカラ
其義務ヲ尽サヽルニ付速ニ弁済受度尤モ該証券ノ成立ハ政江カ娼妓犯則ノ廉ニテ
東京浅草田町警察署ヘ拘留セラレタルヲ以テ其母キク［即チ被告ノ一名］ノ委托
ヲ受ケ同年九月廿一日当地出発廿三日東京着直チニ政江ヲ受取リ廿六日横浜港出
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帆廿九日帰阪シ即日被告キタ宅ニ於テ右旅行中自分カ立換金ヲ該証書ニ認メシメ
タルモノニシテ被告等ノ氏名ハキク於テ之ヲ自書シ拇印丈ハ政江自ラ押捺シタル
云々陳供スルモ被告キク於テ本訴証券ハ娘政江ノ連戻方ヲ原告ヘ委托シ昨年九月
廿九日原告カ当地ヲ発足セントスルニ際リ路用トシテ別紙請取証ノ如ク金拾五円
ヲ原告ヘ交付シタルモ未タ不足スル旨申述ルニ依リ金七円同人ヨリ立換貰ヒ尚ホ
外ニ金弐拾五円ハ政江ヲ東京ヨリ連帰リ他ヘ周旋シ遣ハスニ因リ其手数料トシテ
受取度左ナクハ依頼ニ難応旨主唱スルヲ以テ止ムヲ得ス同人ノ言ニ黙従シ他日他
ヘ周旋為シ呉タル節口銭トシテ遣ハス可キ分ヲ予メ右七円ニ合シ立換金借用証ニ
認メ交付シタルモノニシテ政江ハ当時旅行中ナルヲ以テ毛頭承知セサルモノ也若
シ原告カ述フル如ク帰宅ノ上政江カ承諾上成立タルモノトセハ政江ハ実印ヲ所持
スルカ故ニ拇印ヲ為スノ謂ハレ万アル可ラス而シテ原告ハ昨年九月廿一日東京ヘ
発足シ同月廿九日帰阪シタル旨主張スレトモ同人ハ全ク同年九月廿九日出発十月
十日帰阪シタルニ相違ナケレハ本訴証券ハ原告出立ノ際単ニ自分ヨリ交付セシモ
ノナルヤ明了也若又原告陳述ノ如ク仮リニ三拾二円ノ立換金アリト看做スモ別紙
請取証ノ金拾五円ヲ控除セハ残額拾七円ニ外ナラス然ルニ外金員ハ原告証書ニ明
記セル如ク娘政江カ更ニ他国ヘ支換取シタル上ナラデハ返弁スルノ理ナキヲ以テ
決シテ請求ニ難応旨答弁セリ又被告政江於テハ昨年十月六日原告同道東京出発同
十日帰宅シタルハ連帯者答弁ノ如ク相違無之モ自分於テ原告証書ニ拇印ヲ押シ金
員立換貰ヒタル覚無之ヲ以テ訟求ニ可応ノ理由ナキ旨答弁セリ抑々本訴証書ハ被
告キク於テ金拾五円其外三拾二円弁償スヘキ責アリテ政江帰宅ノ当日差入レシモ
ノヽ如シト雖トモ政江於テ該証券ニ拇印シタルコトナキハ勿論金員立換貰タル覚
無之旨答弁シ尚ホキク於テモ同様政江カ関知セザルコトヲ自白スル上ハ決シテ政
江ニ連帯ノ責アル者ト認ムルヲ得ス然レトモキク於テハ現ニ該証書ヲ差入レタル
ニ相違無之旨自認スルヲ以テ到底其責ヲ免レサルモ本訴証書ハ特別ノ性質ヲ帯フ
ル契約ナレハ単タ政江カ依然中村キヌ方於テ営業為ス而巳ニテハ未タ原告於テ訟
求ノ権利ヲ有セザルモノトス何トナレハ該証券ヲ閲スルニ「私シ儀従前ヨリ中村キ
ヌ方席借致シ娼妓致居リ候処今般更ニ何国ヱ成リト支換取リ貴殿ヨリ御立換ノ金
額ハ一時返済可致候時ヲヱテ支換取金銭取引ノ際即刻貴殿ヱ申入御立会ノ上デナ
クバ身上支換金額取引ハ決シテ致ス間敷云々」トアリテ之ヲ約言セハ被告政江カ中
村キヌ席ヲ退去シ更ニ他国ヘ出稼ノ約ヲ結ヒ本訴金員ヲ皆済シ得ルノ時運ヲ待チ
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始メテ要ムルコトヲ得可キノ文意ニ外ナラサレバ也又該証書ノ奥書ハ元来被告政
江ノ約束ニ擬シアルモ政江カ之ヲ認メサル以上ハキクハ全ク第三人ナルヲ以テ之
レニ対シ何等可尽ノ責ナク畢竟無効ノ虚文ト謂ハサル可ラス由是観之原告於テ他
日木田キク而巳ニ係リ請求ス可キ権利アリトスルモ未タ其期限ニ到ラサルヲ以テ
其訟求不相立者トス
但訴訟入費ハ成規ノ通原告之ヲ負担ス可シ
明治十七年三月三十一日 ［天王寺治安裁判所］
（明治大学法学部教授）
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